
子どもたちの育ちを社会で支える 超高齢社会
～地域で安心して暮らしたい～

多文化共生社会の実現

2011年から約９年間、子育て支援団体アクティヴ・ママの代表を務めてきました。
活動の中で、子育て支援拠点や子ども食堂、外国につながる子どものための学習支援

活動の立ち上げなど、今地域に何が必要なのかを考え仲間と共に実行してきました。
私には子どもたちが元気に育つ地域社会をつくる、という夢があります。心身共に健

やかに育ち、夢を持って未来に大きく羽ばたいていってほしい。そのためにも、子どもた
ちが健全に育つ環境を整えることに寄与していきたいと思います。そして子どもたちに
とって住みよいまちは、誰にとっても住みよいまちになると考えます。
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未来につなぐ働き・暮らし未来につなぐ働き・暮らし
2019年、国内の出生数は86万4千人、統計開始以来初めて90万人を下

回り少子化が加速しています。ワンオペ育児や待機児童問題。親たちの
負担感や孤立感に寄り添う支援が大切です。
●ひとりにしない子育てを
　＊どんな時でも身近な地域で利用できる一時保育を広げます
　＊産前・産後のヘルパー派遣をすすめます
●家庭を丸ごと支援
　＊相談機能を充実させます
　＊ソーシャルワークスキルを向上させます
●地域の資源を活用
　＊小規模保育と幼稚園の連携で待機児童対策をすすめます

日本に暮らすすべての子どもは、国籍や出身国、何語を母語とするか
に関わらず、「教育を受ける権利」を平等にもっています。
外国につながる子どもの学びや育ち、またその家庭を丸ごと支援する

体制づくりが求められています。
●外国につながる子どもたちへの支援
　＊日本語指導や母語支援の協力者派遣制度の拡充をはかります
　＊地域に学習支援の場を増やします
●多言語による行政・生活情報の提供をすすめます
●ワンストップの総合相談窓口をつくります
●国籍や民族など異なる人々が、互いの文化の違いを認め合い、交流
できる場（居場所）をつくります

介護保険制度がスタートして20
年、改定を重ねるたびに介護の社会
化が後退しています。福祉の担い手
不足も深刻です。

介護保険
●生活援助が大事
　＊デイサービスやヘルパー派遣で
　　在宅生活を支えます
●介護の担い手を広げます
　＊介護人材の育成をすすめます
●もっとわかりやすい制度に
　＊払った保険料の使い道を見える化します

地域福祉
●地域資源をフル活用
　＊地域に様々な多世代交流の場をつくります

●カンパとボランティアで政治と選挙をおこないます
●議員報酬の一部は市民の活動費に、その活用を広く公開します
●議員は２期８年で交代し、生活者の政治を広げます

神奈川ネットワーク運動は
市民の参加で政策を実現する「地域政党」です

市政にチャレンジ

◆座間市入谷西在住
◆趣味：アウトドア・マラソン
◆家族：夫
　　　　長男（小６）
　　　　長女（小３）
　　　　次女（小１）
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「利用者が何に困っているのか？」

県内介護保険の訪問通所サービスおよび居宅サービス事業所調査
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